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本
文
の
ね
ら
い

北
海
道
横
断
自
動
車
道
は
、
広
域
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
路
線
網
の
主
要
幹
線
と
し
て
、
道
東
地
域
で

も
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
環
境

影
響
評
価
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
、

大
き
な
関
心
を
持

つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市

開
発
や
そ
の
他
の
道
路
工
事
が
、
道
東
地
域
の
湿
原

や
動
植
物
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
問
題

と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
十
勝
を
中
心
に
道
東

地
域
の
事
例
を
挙
げ
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
.
は

じ

め

に

大
雪
山
国
立
公
園
の
士
幌
高
原
道
路
計
画
を
め

ぐ
り
、
二
十
八
年
の
長
き
に
わ
た

っ
て
論
議
が
続

け
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
問
題
で
は
、
「
貴
重
な
自

然
を
壊
さ
な
い

・
身
近
な
自
然
を
守
ろ
う
」
と
い

う
合
い
言
葉
に
よ

っ
て
、
十
勝
、
そ
し
て
北
海
道

は
も
と
よ
り
全
国
ま
で
運
動
の
輪
が
拡
が
り
、
計

画
中
止
に
至

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歴
史
の

一
頁
と
し
て
記
録
に
残
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
長
い
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
私
達
が
住
む
道
東

地
域
に
お
い
て
も
、
多
く
の
方
が
身
近
な
自
然
環

境
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
以
下
に
、
い

く

つ
か
の
事
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

二
.
帯
広
市
に
お
け
る
事
例

(
一
)
帯
広
市
の
宅
地
開
発
と
環
境
ア
セ
ス

帯
広
市

の
宅
地
開
発
は
郊
外
に
移
行
し
て
お
り
、

残
さ
れ
た
森
や
自
然
河
川
を
改
変
し
て
し
ま
う
例

が
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
現
在
、
環
境
影
響
評

価
に
関
す
る
新
法

(新

ア
セ
ス
)
に
基
づ
い
て
、

こ
れ
ら
の
宅
地
造
成
計
画
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

帯
広
市
稲
田
町

・
川
西
地
域
の
八
十
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
に

及
ぶ
団
地

(宅
地
)
開
発
計
画
が
説
明
会
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
予
定
地

に
は
、
湧
水
を
源
流
と
し
、
自
然
が
残
さ
れ

た

「
…機
関
庫
の
川
」
が
あ
り
、
こ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に

守

っ
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

帯
広
市
稲
田
町

・
川
西
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備

委
員
会
か
ら
、
身
近
な
自
然
環
境
の
保
全
と
宅
地
造
成
に

関
す
る
問
題
が
提
起
さ
れ
、
地
主

・
自
然
保
護
団
体

・
帯

広
市
、
研
究
者
な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
検
討
が
開
始

さ
れ
た
。
事
前
に
現
地
を
調
査
し
、
関
係
機
関
の
意
見
を

十
分
に
取
り
入
れ
た
計
画
を
進
め
る
と
い
う
、
環
境
ア
セ

ス
の
新
た
な
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。

帯広の森と水系緑地
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帯
広
市

で
は
十
勝
川
と
札
内
川
の
河
川
敷
を
活
か
し
た

保
全
緑
地
と

「帯
広

の
森
」
を
連
携
さ
せ
た
森
づ
く
り
が

進
あ
ら
れ
て
き
た
。

こ
の

一
貫
し
た
方
針

の
下
で
、
上
記

の
団
地
造
成
は
、
現
存
す
る
孤
立
林
と
河
川
緑
地
を
結
び

つ
け
、
小
動
物

の
生
息
地
や
行
動
圏
を
考
慮
し
た
上

で
、

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

(
二
)
高
規
格
道
路
計
画
と
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ

ニ
が
生
息
す

る
水
源
地

今
か
ら
二
十
四
年
前
、
帯
広
市
郊
外
を
森

で
囲
む

「帯

広
の
森
」
事
業
が
始
め
ら
れ
、
市
民
の
手
で
植
樹
が
進
め

ら
れ

て
き
た
。
現
在
、

こ
の
多
く
が
森

の
姿
を
呈
し
て
い

る
。
ま
た
、
郊
外

に
は
湧
水
を
源
流
と
す
る
自
然
河
川

(機
関
庫
の
川
、
第
二
柏
林
台
川
な
ど
)

が
少
な
く
な
い

が
、
こ
れ
ら
は
、
下
流
域

に
豊
か
な
河
畔
林

を
持
ち
、

ニ

ホ
ン
ザ
リ
ガ

ニ
、
水
生
昆
虫
、
野
鳥
や
小
動
物
が
生
息
す

る
豊
か
な
自
然
地
域
と
し
て
残
存
し
て
い
る
。

湧 き水を源流 とした川

と
こ
ろ
が
、
高
規
格
道
路

「帯
広

・
広
尾
自
動
車
道
」

は
、
こ
れ
ら
の
森
を
横
切
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
地
元
に

「川
と
河
畔
林
を
考
え
る

会
」
が
設
立
さ
れ
、
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
高
規
格

道
路
は
、
幅
八
十
ニ
メ
ー
ト
ル

(側
道
を
含

む
)
、
高
さ

七
メ
ー
ト
ル
の
土
盛
り
で
工
事
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

貴
重
な
自
然
を
守
る
た
め
に
は
、
道
路
の
地
形

・
地
質

・

動
植
物
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
十
分
な
事
前
調
査
が
必

要
で
あ
り
、
市
民
に
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
市
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
、
十
分
な
環
境
ア
セ
ス
が

必
要

で
あ
る
。

(三
)
帯
広
市
野
草
園
の
自
然
と
乾
燥
化

帯
広
市
野
草
園
は
、
緑

ケ
丘
公
園
内
の
人
手
が
加
わ

っ

て
い
な
い
部
分
に
設
け
ら
れ
、
自
然
観
察
の
場
と
し
て
小

中
校
生
の
た
め
の
理
科
教
育
に
役
立

て
、
自
然
を
愛
す
る

心
情
を
養
い
、
市
民
の
散
策
の
地
と
し
て
自
然

へ
の
親
し

み
を
深
あ
る
こ
と
を
目
的
に
開
園
さ
れ
て
い
る
。

十
勝
平
野
に
自
生
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
野
草
は
、

今
や
年
々
姿
を
消
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、

帯
広
市
野
草
園
に
は
十
勝
の
自
生
植
物
が
豊
富
に
生
育
し
、

自
然

の
姿
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
野
草
園
は
、
帯
広
川
支
流
ウ
ッ
ベ
ッ
川
の
両
岸
を

含
む
、
五
十
四
～
六
十
ニ
メ
ー
ト
ル
の
標
高
に
あ
り
、
四

三
、
五
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
持

っ
て
い
る
。
こ

こ
の
自
然
は
、
沖
積
低
地
の
湿
地
林
が
主
体
と
な
り
、
周

辺
の
河
岸
段
丘
に
カ
シ
ワ
林
が
成
立
し
て
い
る
。
土
壌
タ

イ
プ
は
、
以
下
の
四
種
類
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
土
壌

湿
度

・
地
形

・
植
生
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

①
褐
色
火
山
性
土
が
分
布
す
る
範
囲
は
、
東
側
正
門
か

ら
動
物
園
に
至
る
道
路
沿
い
の
、
河
岸
段
丘
面
の
乾
燥
地

で
あ
る
。
こ
こ
の
植
生
は
、
カ
シ
ワ
が
優
占
し
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、

シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
が
混
生
す
る
森
林
で
あ
り
、

林
床

に
は
優
占
種

エ
ゾ
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
ほ
か
、

エ
ゾ
ヤ
マ

ハ
ギ
、

ス
ズ
ラ
ン
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、

ツ
ル
ゥ
メ
モ
ド

キ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

②

湿

性

厚

層

黒

色

火

山

性

土

(
傾

斜
相

)

は
、

北

東

と

南

西

の
段

丘

斜

面

部

に
分

布

し

、

水

は

け

の
良

く
な

い
腐

植

質

火

山

性

土

と

な

っ
て

い

る
。

植

生

は
、

カ

シ

ワ
、

カ

ラ

コ
ギ

カ

エ
デ
、

ヤ

チ
ダ

モ
な

ど

が
混

成

す

る
森

林

で

あ

り
、

林

床

に

エ
ゾ

ミ

ヤ

コ
ザ

サ
、

ビ

ロ
ー
ド

ス
ゲ
、

ザ

ゼ

ン

ソ
ウ
、

エ
ゾ

ク
ガ

イ

ソ
ウ
、

ヤ

マ
ブ

キ

シ

ョ
ウ

マ
な

ど

が

見

ら

れ

る
。

③

湿

性

厚

層

黒

色

火

山

性

土

は
、

地

下
水

位

の
高

い
腐

植

質

火

山

性

土

で
あ

り
、

沖

積

低

地

と

な

る
平

坦

面

に
分

布

し

て

い

る
。

植

生

は
、

地

形

・
地

下
水

位

の

わ
ず

か
な

変

化

に
応

じ

て

ヤ

チ
ダ

モ

・
ハ

ル

ニ
レ

・
キ

タ

コ
ブ

シ

が

多

い
林

分

と

ミ
ズ

ナ

ラ

・
ト

ド

マ

ツ
が

多

い
林

分

が
交

錯

し

て

い

る
。

林

床

で

は

エ
ゾ

ミ

ヤ

コ
ザ

サ
も
見

ら

れ
る

が
、

ビ

ロ
ー

ド

ス
ゲ

、

フ

ッ
キ

ソ
ウ
、

ユ
キ
ザ

サ
、

オ

ニ

シ
モ

ツ
ケ
、

オ

オ

ウ

バ

ユ
リ
、

エ
ゾ

ト

リ

カ
ブ

ト

な

ど
草

本

類

が
豊

富

で
あ

る
。

こ

の
範

囲

は
、
野
草
園

の
約
七

十

四

パ
ー

セ

ン
ト

の
面

積

を

占

め

て

い

る
。

④

下

層

無

機

質

低

位

泥

炭

土

は
、

年

間

を
通

じ

て
湛

水

状

態

に
あ

る
泥

炭

土

壌

で
あ

り
、

南

側
凹
地

に
見

ら
れ

る
。

こ

こ

で

は

ハ

ン
ノ
キ

(
ヤ

チ

ハ

ン

ノ
キ

)

と

ヤ

チ

ダ

モ

が

優

勢

な

森

林

が

成

立

し

、

林

床

に

は

カ
ブ

ス
ゲ
、

オ

オ

カ

ワ
ズ

ス
ゲ

、

エ

ン

コ
ウ

ソ
ウ
、

ミ
ズ

バ

シ

ョ
ウ
、

キ

タ

ヨ

シ
、

ク

ロ

ユ
リ
な

ど

が

見

ら

れ

る
。

と
く

に
ク

ロ
ユ
リ

は
、

「
ア

ン

ラ

コ

ロ
タ

ウ

シ
ナ

イ

(黒

百
合

の
谷

)
」

と

呼

ば

れ

て

い
た

こ

の
地

を

指

標

し

、

こ

こ
が

市
花

に
指

定

さ

れ

て

い

る

ク

ロ

ユ
リ

の
貴

重

な

生

育

地

と

し

て
保

存

さ

れ

て

い

る
。と

こ

ろ
が

、

こ
の
野
草

園

の
環
境

は
、
元
来
郊

外

に
あ

っ

た

の
が

今

や
街

の
中

心

部

に
位

置

す

る
と

こ
ろ

に

な

り
、

都

市

化

に

よ

る
色

々
な

影

響

を

受

け

て

い
る
。

と

く

に
土

壌

の
乾

燥

化

が

進

み
、

サ

サ
が

拡

大

し

て
本

来

の
植

生

が

変

化

す

る
問

題

が

生

じ

て

い

る
。
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植生調査

高木化 した園内

/6
褐 色 火 山 性 土L52岬

② 湿 性 厚 層 黒 色 火 山 性 土(傾 糾 相)8,向97

③ 湿 性 厚 層 黒 色 火 山 性 土3L990

④ 下 層 無 椴 質 低 位 泥 炭 土1,519

野草園の土壌分布図図1

平
成
二
年
よ
り
野

早
園
総
A口調
査
団

(帯
広
畜
産
大
学

・

野
草
園
運
営
委
員
会
)
を
組
織
し
、
乾
燥
化
防
止
対
策
を

講
じ
る
た
め
調
査
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
乾
燥
化

を
防
止
し
、

サ
サ
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
下
水
位

と
土
壌
湿
度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
の
結
論
に
達
し
て

い
る
。
野
草
園
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
あ
る
十
月
末
に
は
、

毎
年
サ
サ
刈
り
を
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
開
園
以
来
四
十

一
年
と
い
う
歴
史
の

中
で
、
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
生
長
し
密
生
し
た
木
々

に
よ

っ
て
林
床

へ
の
[
照
が
変
化
し
、
変
化
す
る
森
林
と

林
床

の
野
草
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
問
題
は
f
分
解
決
し

て
い
な
い
段
階
に
あ
る
。

三
.
十
勝
地
方
に
お
け
る
事
例

(
一
)
大
正
町
ヌ
ッ
プ
ク
川
の
自
然
を
守
る
運
動

帯
広
市
中
心
部
か
ら
南
東
約
十
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
人

正
町
ヌ
ッ
プ
ク
川
が
あ
る
。
札
内
川

の
支
流
と
な
る
ヌ
ッ

プ
ク
川
は
、
雨
水
が
多
い
時

に
は
地
下
浸
透
が
著
し
く
季

節
に
よ

っ
て
流
量
の
増
減
も
著
し
い
特
徴
が
あ
り
、
「
渇

き
あ
が
る
川
」
と
し
て
大
正
町
の
低
地
帯
を
形
成
し
て
い

る
。

ヌップク川は清流と緑豊かな河畔林
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こ
の
河
畔

一
帯
に
は
、

ヤ
チ
ダ
モ
や
ハ
ル

ニ
レ
が
主
と

な
る
冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林

(河
畔
林
)
が
自
然
な
状
態

で
残
さ
れ
、
貴
重
な
植
物
も
生
育
し
て
い
る
。
地
元
の

「
ヌ
ッ
プ
ク
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
」

は
、

み
ず
か
ら
の

調
査
に
よ

っ
て
動
植
物
の
資
料
を
作
成
し
た
り
、
住
民
集

会
方
式
に
よ
る
学
習
会
を
開
催
し
た
り
し
て
、
自
然
保
護

活
動
を
始
め
て
い
る
。

(二
)
浦
幌
野
鳥
倶
楽
部
に
よ
る
野
鳥
観
察

を
通
じ
た
自

然
保
護
運
動

浦
幌
野
鳥
倶
楽
部
は
、
浦
幌
町
の
生
涯
学
習
教
養
セ
ミ

ナ
ー
受
講
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
で
あ
り
、

野
鳥
の
生
態
観
察
を
初
め
と
し
て
地
域
の
自
然
環
境
を
調

べ
、
そ
の
保
護
活
動
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
月

一
回
の
探
鳥
会
を
行
う
ほ
か
、

原
生
花
園
の
草
花
を
観
察
し
た
り
、
浦
幌
川
源
流
域
を
探

索
し
た
り
、
動
物
の
足
跡
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
た
り
、
季

節
に
応
じ
て
自
然
を
楽
し
ん
で
い
る
。

浦
幌
町
に
は
、
戦
後
開
拓
さ
れ
る
ま
で
湿
原
で
あ

っ
た

が
、
現
在
、
農
地
に
改
良
さ
れ
な
か

っ
た
旧
河
川
跡
湖
沼

群
と
そ
の
周
辺
の
原
野
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
海
岸
砂

州
の

一
帯
は
、
開
拓
さ
れ
ず

に
元
来

の
ま
ま

に
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
天
然
記
念
物
タ

ン
チ
ョ
ウ
の

営
巣
地
、
ガ
ン
類
な
ど
の
渡
り
中
継
地
と
な

り
、
数
多
く

の
水
鳥
が
飛
来
し
、
ま
た
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
水
鳥
生
息
地
は
、
近
年

の
河
川
改
修

や
農
地
整
備

に
よ
っ
て
消
滅
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
流
部

に

お
け
る
森
林

の
荒
廃
も
問
題

に
な

っ
て
い
る
。
浦
幌
野
鳥

倶
楽
部
は
、
以
上
の
問
題

に
対
し
て
、
自
然

環
境
を
破
壊

し
な
い
よ
う
関
係
機
関
に
申
し
入
れ
る
な
ど
、
積
極
的
な

活
動
を
続
け
て
い
る
。

(三
)
セ
キ
レ
イ
会
に
よ
る
環
境
問
題
の
取
り
組
み

セ
キ
レ
イ
会
は
、
十
勝

・
太
平
洋
湖
沼
群
の
自
然

を
考
え
よ
う
と
い
う
目
的
を
か
か
げ
、
主
に
忠
類

・

大
樹
の
町
民
に
よ

っ
て
発
足
さ
れ
た
会
で
あ
る
。

地
域
の
環
境
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
セ

キ
レ
イ
会
は
、
身
近
な
自
然
環
境
問
題
を
事
前
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
観
察
会
を
通
し
て
野
草

の
開
花
状

態
な
ど
自
然
調
査
を
行

っ
た
り
、
開
発
計
画
に
対
し

て
関
係
機
関
に
申
し
入
れ
た
り
、
身
近
な
自
然
を
守

ろ
う
と
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
と
く
に
タ
ン
チ

ョ
ウ

生
息
地
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
造
る
行
政
の
提
案

に
対
し
て
、
セ
キ
レ
イ
会

に
よ
る
計
画
変
更
の
申
し

入
れ
は
、
人
き
な
成
果
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
.
釧
路

・
根
室
地
方

に
お
け
る
事
例

(
一
)
釧
路
湿
原
の
自
然
と

「ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧

路
」
の
活
動

釧
路
湿
原
は
、

一
九
八
七
年
に
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
、
自
然
保
護
優
先
の
管
理
運
営
が
な
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、
国
立
公
園
地
域
は
、
湿
原
総
面

積
約
、
一万
三
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
約

一
万
六
千

ヘ

ク
タ
ー
ル
だ
け
で
あ
り
、
国
立
公
園
普
通
地
域
を
含

む
約
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
湿
原
が
農
地
開
発
な
ど
に
よ
っ

て
失
わ
れ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
営
巣
地
は
国
営
農
地
開
発

に
よ

っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
。
湿
原
生
態
系
は
、
南

部
地
域
を
横
断
す
る
広
域
農
道

の
工
事
、
湿
原
の
洪
水
防

止
機
能
を
半
減
さ
せ
る
釧
路
川
遊
水
池
の
堤
防
工
事
、
林

道
の
工
事
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
被

っ
て
い
る
。

ま
た
、
周
辺
地
域

の
開
発
に
よ
る
湿
原

へ
の
影
響
が
問

題
と
な

っ
て
い
る
。
次
の
二
つ
は
、
周
辺
か
ら
湿
原
生
態

系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
点
で
大
き
な
問
題

で
あ
る
。

釧路湿原を囲む荒廃した丘陵地

①
湿
原
を
取
り
巻
く
森
林
域
で
は
、
保
水
力
に
富
む
落
葉

広
葉
樹
林
が
伐
採
さ
れ
、
そ
の

一
部
は
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林

に
替
え
ら
れ
て
い
る
。
②
湿
原
に
流
れ
込
む
河
川
の
上
流

域
で
は
、
河
川
改
修
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
増
水
時

に
工
事
地
域
か
ら
大
量
の
上
砂
が
排
出
さ
れ
、
湿
原
に
堆

積
す
る
と
い
う
大
き
な
影
響
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
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の
こ
と
は
、
湿
原
生
態
系

へ
の
破
壊
に
つ
な

が
る
大
問
題

と
な
る
。

し
た
が

っ
て
、
湿
原
の
保
護
は
、
国
立
公
園
内
部
だ
け

の
問
題

で
は
な
い
。
湿
原
に
水
が
集
ま
る
地
域

一
帯

(集

水
域
、
流
域
生
態
系
の
全
体
)

の
保
全
が
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
、
湿
原
の
保
護
に
は
な
ら
な
い
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
「
ト
ラ
ス
ト
サ

ル
ン
釧
路
」

は
、
熱
心
な
自
然
保
護
活
動
を
続
け
て
い
る
。
周
辺
の
丘

陵
地
帯
で
は
、
伐
採
さ
れ
た
荒
廃
地
に
自
然
林
を
再
生
す

る
よ
う
、
釧
路
湿
原
の
周
囲
か
ら
湧
き
水
が
た
ん
た
ん
と

流
れ
出
す
よ
う
、
湿
原
保
護
基
金
や
多
く
の
市
民
の
協
力

を
得
た
植
林
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

地
元

の
標
茶
町
は
、
国
立
公
園
に
面
し
た
民
有
地
約
百

十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
開
発
行
為
か
ら
自
然
を
守
る
目
的
で

購
入
し
、
町
の
水
源
酒
養
保
安
林
に
指
定
し
た
。
ま
た
、

釧
路
湿
原
を
特
徴
づ
け
る
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息

地
は
、
釧
路
外
環
状
道
路
の
計
画
路
線
に
近
接
し
て
い
る
。

現
地
に
お
け
る
事
前
調
査
と
貴
重
生
物

へ
の
影
響
を
避
け

る
路
線
変
更
を
含
む
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
関

し
て
も
、
「
ト
ラ
ス
ト
サ
ル
ン
釧
路
」

は
、

関
係
機
関
に

働
き
か
け
て
お
り
、
釧
路
湿
原
の
自
然
保
護
を
進
あ
る
運

動
の
核
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

現
在
、

「
ト
ラ
ス

ト
サ
ル
ン
釧
路
」

は
、
Z
℃
○
法
人
化

に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
い
る
が
、
今
後
の
釧
路
湿
原
の
保
全

に
と

っ
て
大

き
な
力
を
発
揮
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

(二
)
根
室
の
高
規
格
道
路
計
画
に
関
す
る
環
境
ア
セ
ス

平
成
十
年
十
月
、
根
室
市
総
合
文
化
会
館

に
お
い
て
開

発
局

に
よ
る

コ

般
国
道
四
十
四
号
線

・
根
室
道
路
に
関

す
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
」
に
関
す
る
市
民
に
対
す
る

説
明
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
道
路
で
は
、
と
く
に
高
規
格
道
路
の
根
室
市
穂
香

か

ら

温
根

沼

に
至

る
全

長

七

キ

ロ
メ
ー

ト

ル
の
区

間

に
、

天

然

記
念

物

の

タ

ン
チ

ョ
ウ
、

シ

マ

フ
ク

ロ
ウ
、

オ

ォ

ワ

シ

お

よ

び

オ
ジ

ロ

ワ
シ

の
生

息

地

で
あ

り
、

さ
ら

に
貴

重

な

動

植

物

が
確

認

さ

れ

て

い

る
。

根室湿原を望む

こ
の
よ
う
に
貴
重
で
豊
か
な
自
然
が
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
高
規
格
道
路
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
前
の
環
境
ア
セ
ス
は
市
民
と
と
も
に
調
査
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
市
民
の
声
や
要
求
を
十
分
に
取
り
入
れ
た
計
画
路

線
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

五
.

最

以

上

、

欧反

こ

そ

`

道
東
地
域
に
お
け
る
自
然
の
保
護
活
動
に
つ
い

て
述

べ
て
き
た
。

一
つ
は
、
北
海
道
横
断
道
路
の
建
設
工

事
が
そ
の
周
辺
の
貴
重
な
自
然
や
貴
重
な
動
植
物
生
息
地

に
影
響
を
与
え
る
場
所
が
多
い
こ
と
が
大
き
な
問
題

で
あ

る
。
二
つ
目
に
は
、
地
域
ご
と
に
残
さ
れ
た
自
然

(湧
水

地
や
湿
原
)
が
地
域
の
宅
地
開
発
や
道
路
建
設
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
大
き
な
影
響
を
被
っ
て
し
ま
う
、

各
地
に
共
通
し
た
問
題
が
あ
る
。

道
東
地
域
に
お
い
て
、
士
幌
高
原
道
路
問
題
は
ま
だ
継

続
し
て
い
る
。
未
開
削
区
間
の
工
事
は
中
止
さ
れ
た
が
、

今
後
の
保
全
策
が
ど
の
よ
う
に
講
じ
ら
れ
る
の
か
、
私
た

ち
は
厳
し
く
見
守

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
会
報
や
会
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
の
で
、

こ
こ
で
は
割
愛
し
て
い
る
。

道
東
地
域
の
自
然
を
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
私
た

ち
の
果
た
す
べ
き
役
割
な
の
で
あ
る
。
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